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報道関係 各位 
名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班 

代表 酒々井眞澄  学生代表 藤井祐宇 

電話 052(853)8991 
                        名古屋市立大学事務局学生課 

課長 南谷健介 電話 052(853)8019 
 

 

「名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班」 

コロナ禍を乗り越え、今夏も 1 か月間活動！ 

 
                  

「名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班」は、北アルプスの蝶ヶ岳山頂（2,677m）直下にあ

る「蝶ヶ岳ヒュッテ」内の診療所にて活動し、今年で 27 年目になります。新型コロナウイルス感

染症の影響で令和 2 年と令和 3 年の診療活動は中止、令和 4年から規模を縮小して再開、昨年は学

生 19 名、医療スタッフ 12名で計 19 名の患者診療（発熱対応やヘリ搬送含む）を行いました。 

今年の「名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班」は学生と本学の医療者や卒業生たちが活動

します。現在、学生と教員が協力して 7月 24日（水）の診療所開所に向けて準備を進めていま

す。 

平成 29年にはボランティア山岳医療活動という社会貢献の取り組みに対して北アルプス南部地

区山岳遭難防止対策協会から感謝状をいただきました。また、高地医学、遠隔地医療および環境保

全に関する研究と教育の場となっています。 

5 年ぶりに「壮行会」を下記のとおり開催します。取材をご検討いただけますようよろしくお願

いいたします。 

 

記 

１ 日 時 令和 6年 6月 2日（日） 12：00～13：30 

２ 場 所 名古屋市立大学医学研究科研究棟 11階、講義室 B 

３ 対象者 学生部員、卒業生、医療スタッフ、関係者など 

４ 内 容 各学生登山班の班長の決意表明など 

５ 参加費 無料（事前申し込み不要、直接会場にお越しください） 

６ ＵＲＬ http://chogatake.umin.jp  

学生の手で山岳診療を 
ささえる！ 

http://chogatake.umin.jp/


   

 

《私たちの活動の一部を紹介させていただきます》 

１ 壮行会 

診療活動の決起会として壮行会を行います。当日の壮行会前に行われる講演会（11:00～）

では蝶ヶ岳ヒュッテオーナーの中村こずえ様にご講演いただきます。 

 

２ 山岳医療活動 診療所開所期間（7月24日（水）～8月18日（日）） 

学生が交代で蝶ヶ岳ヒュッテに宿泊して医師の診療活動をサポートします。例えば、問診

や診察の補助、薬剤やガーゼなどの管理と補充を行います。学生は診療所内に24時間待機し

早朝や夜間でも患者さんを受け入れる体制を整えています。診療所の周知や体調不良者の早

期発見を目的として登山者に対して声かけ活動（予防的介入活動）も行っています。 

 

３ 運営会議（通年） 

 毎週火曜日に学生と教員が診療所開所に向けて必要事項を議論し決められたスケジュール
に合わせて準備を進めます。 

 

４ 勉強会（通年） 

学生は診療所で必須な技能と知識をつけることを目的とした勉強会を毎週行っています。

勉強会のテーマは「患者さんの話を聞く医療面接」「体温、血圧、脈拍の測定方法」のよう

な基本技術に関する内容から、「高山病の症状と予防」「薬の使い方」などの専門知識に関

する内容まで幅広く設定されています。これは学生により企画運営され皆熱心に取り組んで

います。 

 

５ 連携施設訪問 

当該診療所では例年100～200名の受診者があります（昨年は規模縮小のため受診者19

名）。病態によっては下山後の医療機関受診を指示する場合があります。毎年5月には、安曇

野日赤病院（安曇野市）、相澤病院（松本市）や日本大学医学部徳沢診療所（上高地）に教

員が訪問しています。ヘリコプターによる搬送事例もあるため長野県警察本部航空隊（松本

空港内）にも訪問しています。 

 

６ 報告書発行 

  名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班では毎年の活動内容をまとめた報告書を作成し

てホームページに公開しています。（2023年度報告書はA4サイズ全78ページ） 

http://chogatake.umin.jp/syoukai.html 

 

 

 

 

http://chogatake.umin.jp/syoukai.html


   

《診療活動への取り組みを紹介する資料》 

 

医療スタッフ募集ポスター 

（学内に掲示します） 

 

 
 

 

 

 

•名古屋→上高地→徒歩2時間
→徳沢→登山5時間→蝶ヶ岳上高地ルート

•名古屋→安曇野→車→三股→
登山6時間→蝶ヶ岳三股ルート

初めて参加希望の方は診療班員（OB/OG/
夏山参加者など）の推薦が必要です
(7/20～7/21は学生不在となります）

高山病・外傷・虫刺症などの診療時に医・看護・薬学部の学生が医療スタッ
フをサポートします。医療スタッフが常駐することで安全登山に大きく

貢献しています。
医療スタッフが行うことの例：診察、投薬、高山病予防指導、点滴、

酸素投与、外傷処置、テーピング、医療相談、ヘリコプター搬送判断など

山頂からの展望、ご来光や星空など自然の美しさを一緒に体験しましょう!
ご参加を心よりお待ちしています。

今から27年前にボランティア活動を通し
た社会貢献を目的として蝶ヶ岳山頂

（2,677m）直下にある蝶ヶ岳ヒュッテ内
に診療所が設置されました。7月中旬～
8月中旬の期間に学生、教員、卒業生な

どが診療活動に参加しています。

2024年 名古屋市立大学
蝶ヶ岳ボランティア診療所
医療スタッフ募集

募集
期間

7/20(土)～21(日）
7/24(水)～8/18(日)

お問い合わせ
http://chogatake.unim.jp
chogatake-staff@unim.ac.jp

診療班代表
酒々井 眞澄

学生担当者
古田 優菜 佐藤 一輝 菊池 柾人

今年は5年ぶりに
壮行会を行います
日 程 ： 6/2( 日 ）
午後
場所：医学部桜山
キャンパス

お知らせ



   

猪熊隆之氏による教育講演会ポスター 

（新入部員か決まり、3回の練習登山が完了して実際の診療活動が始まる約1か月前に行っていま

す、気象現象の基本と応用、蝶ヶ岳の気象、落雷時の対応など2時間の講義です） 

 

 

 

 



   

予防的介入活動で登山者に配布するカード（名刺サイズ、二つ折り） 

私たちが推奨する蝶ヶ岳登山での水分補給1.5～2Lは、私たちが行った研究結果（酒々井眞澄他, 

蝶ヶ岳での登山中の水分摂取量と急性高山病発症との関連, 登山医学 37: 144-149, 2017）に基づい

ています。 

 
 

高山病予防啓発ポスター 

（蝶ヶ岳ヒュッテ内・上高地の徳沢ロッヂ内・安曇野市の三股登山口に掲示します） 

 



   

診療所の前で開所式 

開所の初日には「名古屋市立大学

蝶ヶ岳ボランティア診療所」の看板

を取り付けます。（閉所日には取り

外します） 

 

 

 

 

 

 

 

夕食後に行う医療スタッフと学生との症例検討会（診療所内） 

当日に受診者の問診を担当した学生が主

訴や行動歴、摂取水分量、Lake-Louise 

Score等をサマリーし、診察を担当した医

師は診断や処置、指導などについて説明し

ます。当日の全受診者について患者サマリ

ー文章として関係者内で情報共有します。 

 

 

 

 

 

 

蝶ヶ岳ヒュッテと診療所 
（医療スタッフの下山時に学生が手を振って見送る様子） 
 
 


